
　

過
疎
債
償
還
完
了
か
ら
８
年
。
５

年
に
及
ぶ
議
会
審
議
を
経
て
「
岬
の

湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
民
営
化
」
が
実
現

し
ま
す
。

20
年
間
の
歴
史
の
足そ

く
せ
き跡
を
絶
や
さ

ず
に
、
民
間
力
の
新
し
い
発
想
の
下も

と

で
、
積
丹
応
援
団
の
民
間
事
業
者
が

そ
の
再
生
・
持
続
を
目
指
す
た
め
に

必
要
な
町
有
財
産
法
定
手
続
の
２
つ

の
議
案
が
、
２
月
８
日
招
集
の
第
２

回
町
議
会
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
「
反

対
討
論
な
し
」、「
賛
成
者
全
員
起
立
」

の
表
決
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
経
過
報
告
と
提
案
理
由
説

明
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
４
億
３
千
万
円
余
の
累
計
赤
字
の

　
重
さ
を
乗
り
越
え
て

ー
公
募
５
回
目
で
の

　
　
　
　
　
　
　
民
間
事
業
者
選
定
ー

　

平
成
14
年
の
開
館
か
ら
20
年
を
経
た
本

施
設
の
多
額
の
累
計
赤
字
の
経
緯
と
施
設

の
老
朽
化
な
ど
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
た

本
町
の
特
に
急
が
れ
る
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
29
年
12
月
以
来
、
議
会
で
の
民

営
化
に
向
け
た
基
本
方
針
及
び
民
間
事
業

者
の
公
募
要
件
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く

の
議
会
審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
５
回
に
わ
た
る
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
民
間
事
業
者

の
公
募
を
経
て
、
昨
年
10
月
29
日
、
㈱

Ｓシ

ャ

コ

タ

ン

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｇゴ

ーＯ
（
代
表
取
締

役　

五
十
嵐　

慎
一
郎
・
積
丹
町
・
資
本

金
１
０
０
万
円
）
を
優
先
交
渉
権
者
と
し

て
決
定
し
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
選

定
経
過
の
状
況
と
そ
の
後
の
同
社
と
の
協

議
の
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
、
議
会
報
告

を
し
、
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　

特
に
、
「
財
務
体
質
の
強
化
」
に
向
け

た
同
社
の
努
力
と
、
支
援
参
画
企
業
の
実

現
状
況
の
見
極
め
を
念
頭
に
お
い
て
、
同

社
と
の
協
議
に
臨の

ぞ

ん
で
き
ま
し
た
。

　
㈱
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
へ

　
複
数
の
企
業
が
支
援
検
討
中

　

同
社
と
の
そ
の
後
の
協
議
を
通
じ
た
支

援
企
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

①
㈱
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ
が
目
指

す
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
再
生
を
核
と
し

た
積
丹
半
島
先
端
の
本
町
の
立
地
と
、
多

様
な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
資
源
を
活
か

し
、
農
漁
村
の
新
た
な
価
値
を
地
域

振
興
策
と
し
て
見
い
だ
そ
う
と
、
地

元
自
治
体
と
連
携
協
調
す
る
新
し
い

取
組
は
、
こ
れ
ま
で
他
に
例
の
な
い

官
民
連
携
の
地
方
創
生
の
新
し
い
事

例
と
し
て
、
同
社
を
設
立
し
た
五
十

嵐
代
表
と
岩
井
役
員
両
氏
の
積
丹
応

援
団
と
し
て
の
熱
意
と
新
し
い
地
域

活
性
化
の
発
想
を
理
念
と
し
た
精
力

的
な
支
援
参
画
企
業
へ
の
要
請
活
動

の
努
力
は
、
道
内
外
の
企
業
に
高
く

評
価
さ
れ
、
そ
の
反
響
も
大
き
い
こ

と
。

②
三
菱
地
所
株
式
会
社
（
東
京
都
）

を
は
じ
め
と
す
る
異
な
る
経
済
分
野

の
複
数
の
企
業
や
金
融
機
関
が
、
同

社
へ
の
出
資
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
、
融
資
等
に
よ
る
支
援
に
高
い
関

心
を
寄
せ
、
各
企
業
で
は
、
す
で
に

最
終
的
な
機
関
決
定
手
続
の
検
討
に

入
っ
て
お
り
、
町
有
財
産
の
民
間
譲

渡
等
に
伴
う
法
定
手
続
の
議
会
審
議

結
果
を
注
目
し
て
い
る
段
階
に
至
っ

て
い
る
こ
と
。

な
ど
の
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
そ
う
し
た
対
外
的
な
同
社

へ
の
高
い
評
価
と
支
援
企
業
の
高
い

期
待
感
の
動
向
な
ど
の
諸
情
勢
を
分

析
し
、
ま
た
、
民
営
化
の
基
本
方
針

に
沿
っ
た
来
る
４
月
１
日
の
本
施
設

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん

民
営
化
実
現
へ

民
営
化
実
現
へ

　
㈱
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

　
複
数
の
企
業
が
支
援
検
討
中

　
㈱
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

　
複
数
の
企
業
が
支
援
検
討
中

　
㈱
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

　
複
数
の
企
業
が
支
援
検
討
中

　
４
億
３
千
万
円
余
の
累
計
赤
字
の

　
重
さ
を
乗
り
越
え
て

ー
公
募
５
回
目
で
の

　
　
　
　
　
　
　
民
間
事
業
者
選
定
ー

　
４
億
３
千
万
円
余
の
累
計
赤
字
の

　
重
さ
を
乗
り
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　
民
間
事
業
者
選
定
ー

　
４
億
３
千
万
円
余
の
累
計
赤
字
の

　
重
さ
を
乗
り
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　
民
間
事
業
者
選
定
ー

～～

町
営
町
営
２０２０
年
間
の
歴
史
を
受
け
継
い
で

年
間
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
～～

2022/４/１

広報しゃこたん令和４年３月号
2



News議会ニュース

令和４年 第２回町議会定例会

　令和４年第２回町議会臨時会が２月８日に

招集され、議案４件が審議され、同日閉会し

ました。

　そのあらましについてお知らせします。

の
引
継
時
期
が
迫
っ
て
い
る
諸
条
件

下
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

去
る
１
月
28
日
、
同
社
か
ら
応
募
時

に
提
出
済
の
温
泉
建
物
施
設
購
入
希

望
価
格
調
書
（
１
０
０
万
円
）
に
よ

る
町
有
財
産
譲
渡
価
格
を
確
定
さ
せ

る
た
め
の
「
見
積
書
」
の
提
出
を
求

め
た
う
え
、
公
募
要
項
に
基
づ
き
、

同
日
、
同
社
と
「
積
丹
町
産
業
交
流

雇
用
対
策
推
進
施
設
（
岬
の
湯
し
ゃ

こ
た
ん
）
民
間
譲
渡
等
に
関
す
る
基

本
協
定
書
」
、
「
町
有
財
産
譲
渡
仮
契

約
書
」
及
び
「
土
地
使
用
貸
借
仮
契

約
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
仮
契
約
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
議
決
を
得
て
成
立
し
、
法
的
に

発
効
す
る
も
の
で
す
。

　
官
民
連
携
し
て
地
域
振
興
の

　
第
一
歩
に
！

　

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
民
営
化
実

現
は
、
町
有
財
産
の
「
泉
源
と
温
泉

施
設
」
が
公
設
公
営
に
よ
り
本
町
の

基
幹
的
な
観
光
資
源
と
し
て
寄
与
し

て
き
た
20
年
間
の
貴
重
な
歴
史
の
足

跡
を
絶
や
さ
ず
に
、
民
間
力
の
新
し

い
発
想
の
下
で
再
生
・
持
続
さ
せ
、

そ
の
有
効
な
活
用
を
通
じ
て
、
官
と

民
が
連
携
し
て
本
町
の
地
域
振
興
と

活
性
化
を
導
こ
う
と
す
る
新
た
な
第

審
議
さ
れ
た
案
件

一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
民
営
化
の
実
現
を
本
町
の

懸
案
課
題
解
決
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

捉と
ら

え
た
と
き
に
は
、
「
健
全
財
政
の

維
持
」
と
「
公
共
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
維
持
向
上
」
と
「
地
域
振
興
」

の
克
服
と
両
立
と
い
う
町
民
と
の
共

通
の
課
題
認
識
の
大
切
さ
を
踏
ま

え
、
積
丹
半
島
先
端
の
過
疎
地
の
厳

し
い
条
件
を
乗
り
越
え
て
、
今
後
の

長
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
そ
の
一
里
塚
の
機
会
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

議
案
第
１
号

　
財
産
の
減
額
譲
渡
及
び
無
償

譲
渡
に
つ
い
て

　

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
民
営
化

に
伴
う
、
優
先
交
渉
権
者
の
㈱
Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ
（
代
表

取
締
役　

五
十
嵐　

慎
一
郎
）
と

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
公
募
要
項

に
基
づ
く
町
有
財
産
の
減
額
譲
渡

契
約
及
び
無
償
譲
渡
契
約
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
土
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

議
案
第
１
号
と
同
じ
趣
旨
に

よ
る
町
有
財
産
（
土
地
）
無
償

貸
付
契
約
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　
官
民
連
携
し
て
地
域
振
興
の

　
第
一
歩
に
！

　
官
民
連
携
し
て
地
域
振
興
の

　
第
一
歩
に
！

　
官
民
連
携
し
て
地
域
振
興
の

　
第
一
歩
に
！

　

国
の
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

寄
附
金
制
度
を
活
用
し
て
、官
民
・

公
民
連
携
に
よ
る
基
金
を
活
用
し

た
地
域
振
興
事
業
の
推
進
に
役
立

て
る
特
定
財
源
の
確
保
と
そ
の
適

正
な
運
用
を
図
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
令
和
３
年
度
積
丹
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
に
つ

い
て

　

美
国
小
学
校
放
送
設
備
修
繕

工
事
費
１
２
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
34
億
８
３
９
万
５
千
円
に

す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

   

（
原
案
可
決
）

申
出
日

寄
附
額

目
　
的

企
業
名

申
出
日

寄
附
額

目
　
的

企
業
名

令
和
４
年
２
月
２
日

３
０
，
０
０
０
千
円

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
支
援

事
業

三
菱
地
所
㈱  

（
東
京
都
）

令
和
３
年
12
月
17
日

５
，
１
０
５
千
円

Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
推
進
事
業

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
申
出
状
況
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